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渡良瀬川水系の農業水路におけるカラドジョウとドジョウの
出現様式と食性

加納光樹1,＊・斉藤秀生1・渕上聡子1・今村彰伸1・今井　仁1・多紀保彦1

Occurrence Patterns and Food Habits of Introduced Alien Loach
Paramisgurnus dabryanus and Native Loach Misgurnus anguillicaudatus
at Irrigation Drainages around Rice Fields in the Watarase River System,

Central Honshu, Japan

Kouki KANOU
1,＊, Syusei SAITO
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1, Akinobu IMAMURA

1,
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1 and Yasuhiko TAKI
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Abstract: Occurrence patterns and food habits of introduced alien loach Paramisgurnus dabryanus 
and native loach Misgurnus anguillicaudatus were studied at irrigation drainages around rice 
fields in the Watarase River system from January 2005 to January 2006. Alien loach [n＝171, 27
－115 mm in standard length (SL)] occurred in only July, whereas native loach (n＝3023, 25－
149 mm SL) occurred throughout the study period. During the co-occurring period in July, the 
stomach contents of alien loach (n＝91, 28－69 mm SL) and native loach (n＝121, 27－85 mm SL) 
were examined. The major food items of the two species overall were ostracods, insect larvae and 
the epibenthic crustacean Branchinella kugenumaensis. Ostracods were eaten mainly by smaller 
individuals (＜30 mm SL) in both loaches. In larger individuals ( 30 mm SL), however, this prey 
item was replaced by insect larvae and/or B. kugenumaensis. Diet overlap between equivalent size 
classes of both loaches was high (Schoener index 0.69－0.90), indicating that partitioning of food 
resources was not evident when they occurred sympatrically.
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カラドジョウ Paramisgurnus dabryanusはドジョウ
科シマドジョウ亜科に属する純淡水魚で，原産地は
中国，台湾島，朝鮮半島とされている（Froese and 

Pauly 2005）。本種の日本への導入年代ははっきりし
ないが，遅くとも1960年代には国内での生息の可能
性が示されている（Oliva and Hensel 1961; 宮地ほか 

1976）。それ以降，各地で採捕が相次ぎ（細谷 2001; 斉
藤 2002; 金尾・上野 2005），2001～2005年に農林水産
省と環境省が全国規模で実施した「田んぼの生きもの
調査」によれば，青森県から和歌山県にかけての17県
で生息が確認されている（農林水産省農村振興局土地
改良企画課・社団法人農村環境整備センター 2005）。
日本に分布しているカラドジョウは，原産地から

食用や観賞用肉食魚の餌魚として輸入された個体が
何らかの原因で河川や水田地帯に遺棄されたり，逸
出したものであると考えられており，地域によっては
繁殖に成功し定着している可能性がある（斉藤 2002; 

金尾・上野 2005）。本種は在来のドジョウMisgurnus 

anguillicaudatusと同所的に出現することから（農林
水産省農村振興局土地改良企画課・社団法人農村環
境整備センター 2005），生息場所や餌資源を巡ってド
ジョウと競争する可能性が示唆されている（環境省 

2005）。しかし，カラドジョウの生息場所や餌利用に
ついては断片的な知見しかなく（内田 1939; 金尾・上
野 2005），在来のドジョウとの生態の比較も十分に行
われていないのが実状である。
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そこで今回，カラドジョウとドジョウが生息し再
生産している渡良瀬川水系藤川上流の農業水路におい
て，両種の出現様式および食性を調べたところ，両種
間で生息場所利用や餌利用が重複する時期があること
が明らかとなったので報告する。

材料および方法

調査地
調査は群馬県南部の太田市内を流れる利根川水系渡
良瀬川支川の藤川を水源とする水田からの農業水路に
おいて行った（Fig. 1）。調査定点は水田からの排水が
直接流入する小排水路 4か所（St. 1～4）およびそれ
らと藤川を結ぶ支線排水路 2か所（St. 5, 6）に設定し
た。いずれの定点も周年にわたって通水されている。
当地の水田は麦と水稲の二毛作であり，代掻きが

6月に，中干しが 7～ 8月に，落水が 9月下旬に行わ
れ，灌漑期が 6～ 9月，非灌漑期が 1～ 5月と10～12

月である。調査時の各定点の水深は小排水路で約 5～
50 cm，支線排水路で20～70 cmであり，総じて灌漑
期よりも非灌漑期に浅い傾向にあった。流幅は小排水
路で約0.4 m，支線排水路で約1.8 mであった。小排水
路はコンクリート製のU字溝で，底には泥が堆積し，
ほとんどの部分で素堀の水路のような状態であった。
支線排水路は三面コンクリート護岸であり，底面には
泥が堆積していた。

生息状況調査
2005年 1 月，2月，6月，7月，9月，10月および

2006年 1月の各月に，St. 2～ 6の各定点で 1回ずつサ

ンプリングを実施した。各定点では，流程100 mの範
囲内を 2名が各自60分間かけて踏査しながら，手網（目
合 3× 3 mm, 口径30 cm）で採集した。
採集したドジョウ類は種を同定し，個体数の計数

と標準体長（mm）の計測を行ったあと，採捕水域に
放流した。なお，カラドジョウはドジョウより 5対の
髭が長く，体高/体長比が高く，尾鰭基底上部の黒点
が不明瞭で，尾鰭前部鰭条数が多いなどの特徴を持つ
（Yang et al. 1994; 董ほか 1999）。このような形態的差
異は本調査地で採集された両種でも確認できた（Fig. 

2）。

食性調査
2005年 7月に，上記の生息状況調査を実施した水路

と隣接する別の小排水路（St. 1）においてもサンプリ
ングを実施した。採集した個体はただちに10％ホルマ
リン溶液で固定した。これらの標本のなかから，無作
為にカラドジョウ91個体（体長28.1～69.4 mm）とド
ジョウ121個体（体長27.3～85.0 mm）を抽出し食性調
査を実施した。
デジタルノギスを用いて各個体の体長を0.1 mmの
精度で計測したあと，実体顕微鏡下で消化管を摘出し
た。両種とも消化管は I字型だが，胃がはっきりと認
められるため，食道から胃にかけての内容物を調査し
た。胃内には珪藻や泥のような不定形のものが出現し
たため，体積分析法（Hyslop 1980）を用いた。種ご
との餌利用パターンは平均体積百分率（%V），出現頻
度（%F）， vacuity index（VI）を調べることによって明
らかにした。

%Vは，次のようにして求めた。まず，各個体の胃
内容物を実体顕微鏡下で観察して餌の査定を行ない，
次に，餌項目ごとの体積を 1×1 mmのグリットパ

Fig. 1. Map of the study area in the Watarase River 
system. 

Fig. 2. Cobitidae species collected from the study 
area in the Watarase River system. A, Paramisgurnus 
dabryanus, 54.2 mm in standard length (SL); B, Misgurnus 
anguillicaudatus, 57.6 mm SL.
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ターンの入ったスライド（離合社製）上で厚さ0.2～
1.0 mmにそろえて調べた。特定の餌項目の体積が胃
内容物全体の体積中に占める割合を摂餌個体ごとに求
め，その平均値を%Vとした（Kanou et al. 2005）。

%Fは，全摂餌個体数のなかで，特定の餌項目が胃
内容物中から出現した個体数の占める割合とした。

VIは空胃率（％）で，全調査個体数に占める空胃
個体数の割合（Molinero and Flos 1992）とした。

解析
小排水路または支線排水路における単位努力当たり
の漁獲量（CPUE）は，流程100 mの範囲内を 2名が
各自60分間かけて手網で採集した個体数とした。ただ
し，手網による漁獲効率は水際や水底の状況の影響を
受けるため，採集地点間で漁獲努力量が一定していた
とは言えない。そこで本研究では，異なるタイプの水
路間での CPUEの比較は行わず，同じタイプの水路
において月間で CPUEの比較を参考程度に行うだけ
にとどめた。同じ水路内で採集されたカラドジョウと
ドジョウの体長を比較するときには，Mann-Whitney 
U-testを用いた。
カラドジョウとドジョウのそれぞれについて，体
長階級間で胃内容物の主要な餌項目の%Vに違いがあ
るかどうかを検定する際には，得られたデータについ
て対数変換や逆正弦変換を行なっても等分散性が得ら
れなかったため，ノンパラメトリック統計手法である
Kruskal-Wallis testを用いて検定した。有意差があっ
た場合には，どの体長階級間で違いがあったのかを，
多重比較法（Tukey’s Q test）によって検定した。また，
カラドジョウとドジョウとの間で，胃内容物組成の重
複度を判断するために，同じ体長階級ごとに重複度指
数（Schoener 1970）を算出した。

結　　果

出現様式
調査期間中に採集されたカラドジョウは171個体

（体長27～115 mm），ドジョウは3023個体（体長25～
149 mm）であった。両種ともに体長30～50 mmほど
の小型個体が多かった（Fig. 3）。
カラドジョウは 7月のみに小排水路と支線排水路で
採集されたが，その他の時期には採集されなかった
（Fig. 4）。一方，ドジョウは調査期間を通じて小排水
路と支線排水路で採集され，特に 9～10月に小排水路
で多い傾向がみられた。両種が採集された 7月におい
て，定点ごとにカラドジョウとドジョウのCPUEをみ
ると，St. 2で 9個体と 6個体，St. 3で28個体と 9個体，
St. 4で129個体と70個体，St. 5で 3個体と 3個体，St. 

Fig. 3. Size-frequency distribution of Paramisgurnus 
dabryanus and Misgurnus anguillicaudatus collected by 
hand nets during the study period.

Fig. 4. Seasonal changes in CPUE (catch per unit of 
ef for t) of Paramisgurnus dabryanus and Misgurnus 
anguillicaudatus collected by hand nets during the study 
period.  Vertical lines and thick black bars indicate body 
lengths ranges and means±SE, respectively.
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6で 4個体と 7個体であり，両種がすべての定点で同
所的に出現していることがわかった。この時期の各水
路において両種の体長を比較したところ（Fig. 4），有
意な違いは認められなかった（Mann-Whitney U-test, 

小排水路：z = －0.29, P = 0.77;  支線排水路：z = －0.82, 
P = 0.41）。

食性
調査したカラドジョウ91個体のうち，36個体が空胃
であり，VIは39.6％であった（Table 1）。また，ドジョ
ウ121個体のうち，57個体が空胃であり，VIは47.1％
であった。
カラドジョウは，カイミジンコ類，ホウネンエビ，
ケシゲンゴロウ亜科幼虫，チビゲンゴロウ成虫，ミズ
ムシ類，ユスリカなどのさまざまな餌を摂餌していた
（Table 1）。それらのうち，カイミジンコ類，ホウネ
ンエビおよびケシゲンゴロウ亜科幼虫は，%Vでそれ
ぞれ42.8％，21.8％および17.3％を占め，重要な餌項
目となっていた．これら 3つの餌項目は，%Fでも高
い値が得られた。カラドジョウの主要な餌項目の%V

を体長階級間で比較したところ（Fig. 5），いずれの餌
項目においても有意な差がみられた（Kruskal-Wallis 

test, カイミジンコ類，H = 10.3, P ＜ 0.01; ホウネンエ
ビ，H = 7.50, P ＜ 0.01; ケシゲンゴロウ亜科幼虫，H = 

5.43, P ＜ 0.05）。カイミジンコ類は体長30 mm未満の
稚魚で多く摂餌されていたが，成長に伴って徐々に
減少し，体長40 mm以上の個体ではほとんど摂餌され

なかった（Fig. 5, Tukey’s Q test, P ＜ 0.05）。また，
ケシゲンゴロウ亜科幼虫については，体長50 mm以下
の個体に摂餌されていた。一方，ホウネンエビは体長
30 mm以上の個体に摂餌され，体長50 mm以上の個体
で増加した（Tukey’s Q test, P ＜ 0.05）。
ドジョウでもカイミジンコ類やホウネンエビ，ケシ
ゲンゴロウ亜科幼虫が主要な餌項目であり，%Vでそ
れぞれ41.7％と30.5％，18.4％を占めていた（Table 1）。
ドジョウの主要な餌項目の%Vを体長階級間で比較し
たところ（Fig. 5），いずれの餌項目でも有意差はなかっ
た（Kruskal-Wallis test，カイミジンコ類，H = 7.86, P 

= 0.07; ホウネンエビ，H = 6.63, P = 0.08; ケシゲンゴロ
ウ科幼虫，H = 4.28, P = 0.13）。ただし，ドジョウの成
長に伴う餌項目の変化をみると，カイミジンコ類は
体長30 mm未満の稚魚に，また，ホウネンエビは体長
30 mm以上の個体に摂餌されているなど（Fig. 5），カ
ラドジョウと類似する傾向もみられた。
両種の同じ体長階級間で胃内容物組成の重複度指数
を求めたところ，0.69～0.90の値を示した（Fig. 5）。

Table 1. Percentage volume (%V) and percentage 
frequency (%F) of food items in the diet of Paramisgurnus 
dabryanus and Misgurnus anguillicaudatus

Food items
P. dabryanus M. anguillicaudatus

%V %F %V %F

Insects
Chironomid larvae
Guignotus japonicus
Hydroporinae sp. larvae

Crustaceans
Branchinella kugenumaensis
Cladocerans
Ostracods

Isopods
Oligochaetes
Trematodes
Diatoms
Detritus
Mud
Unidentified materials
 
No. of fish examined
No. of fish with no food examined
Vacuity index

　
3.1
3.3

17.3
　

42.8
21.8
0.6
4.5
1.9
0.4
0.7
0.3
1.4
1.9
　

91
36
39.6

　
14.5
7.3

36.4
　

70.9
25.5
3.6
5.5
1.8
1.8
1.8
7.3
7.3
7.3
　
　

　
1.8
0

18.4
　

41.7
30.5
0.1
0
0
0
0
2.6
4.7
0.2
　

121
57
47.1

　
10.9
0

26.6
　

57.8
40.6
1.6
0
0
0
3.1
9.4

17.2
7.8
　

Fig. 5. Percentage volume (%V) of food items in the 
diets of each size class of Paramisgurnus dabryanus and 
Misgurnus anguillicaudatus, and dietary overlap in the two 
species. Numerals on top of each column indicate number 
of fish with food examined.
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考　　察

本調査地においてカラドジョウは 7月に出現した
が，それ以外の時期には認められなかった。採集した
個体の多くは体長30～50 mmの稚魚であったが，体長
100 mm前後の成魚も少数確認された。このように，
カラドジョウの稚魚や成魚が主に夏季の水田周辺の水
路に出現し，秋季から冬季にはほとんどみられない傾
向は，本調査地で例年確認されている（斎藤秀生 未
発表）。滋賀県近江八幡市の小排水路においても，こ
のようなカラドジョウの出現様式が確認されており，
本種が季節的に生息場所をシフトさせながら，水田と
その周辺環境で繁殖している可能性が指摘されている
（金尾・上野 2005）。
一般に，ドジョウは春季から秋季にかけて水田やそ
の周辺水域に大量に出現し，冬季でも少数ながら生息
が確認される（宮地ほか 1976; 斉藤ほか 1988; Naruse 

and Oishi 1996; 田中 1999, 2001; 中村・尾田 2003）。本
調査地においてもドジョウは秋季に小排水路に多く出
現し，ほぼ年間を通して確認されるなど，カラドジョ
ウとは季節的出現の傾向が異なっていた。ただし，カ
ラドジョウの稚魚が多数出現する時期において，カラ
ドジョウとドジョウの体サイズが重なっていたことか
ら，両種では繁殖期が一部で重複している可能性もあ
る。
これまでカラドジョウの食性についてはほとんど

知られていなかったが（内田 1939），本研究から，体
長約30～60 mmのカラドジョウはカイミジンコ類やホ
ウネンエビ，ケシゲンゴロウ亜科幼虫，ミズムシ，ユ
スリカなどの底生無脊椎動物を主に摂餌していること
が明らかになった。このような本種の餌項目は，日本
国内の水田や用水路などに生息するドジョウのそれと
よく似ている（宮地ほか 1976; Katano et al. 2003; 本研
究）。
本調査地において，カラドジョウとドジョウの主要
な餌項目は，体長約30 mmを境にカイミジンコ類から
ホウネンエビに変化した。両種の餌利用パターンを比
較するために，同じ体長階級ごとに胃内容物組成につ
いて Schoenerの重複度指数を算出したところ，いず
れの体長階級においても明らかに餌利用が重複してい
ることを示す0.6以上の値（Wallace 1981）が確認され
た。したがって，両種が同所的に生息する排水路にお
いて，餌利用パターンは非常によく似ていると判断で
きる。
以上のことから，本調査地においてカラドジョウ
とドジョウはとくに夏季に生息場所利用や餌利用が重
複していることが示された。今後は，この時期にカラ

ドジョウが生息場所や餌資源を巡ってドジョウと競争
し，駆逐することがあるかどうかについて検討を行う
ことが望まれる。また，夏季以外のカラドジョウの生
息状況についても調査する必要がある。
ドジョウ類は世界各地に定着しているにもかかわら
ず，在来生物に与える影響はほとんど明らかになって
いない（Lever 1996; Fuller et al. 1999）。そのような状
況下においても，先進的な外来種対策を講じているイ
ギリスでは，問題を引き起こすおそれのある外来種を
導入しないという予防的観点から，法令によりドジョ
ウ類の輸入を規制している（加納ほか 2006）。一方，
我が国の規制制度の枠組みでは，カラドジョウのよ
うに在来生態系への影響がはっきりしない種について
は，予防的措置として輸入規制などを実施することが
できない。そのため，現行の規制制度の枠組みで，本
種の分布拡大を防ぐためには，一般の利用者に本種の
識別情報を周知するとともに，食用のドジョウ類を生
きたまま天然水域に遺棄しないこと，野外で捕獲した
ドジョウ類を不用意に他水域に移植しないことの大切
さを広く啓発することが重要であろう。

要　　約

2005年 1月から2006年 1月にかけて，渡良瀬川水
系の水田周辺にある排水路において，カラドジョウ
とドジョウの出現様式と食性を調査した。調査期間
中に採集されたカラドジョウは171個体（体長27～
115 mm），ドジョウは3023個体（体長25～149 mm）
であった。カラドジョウは 7月にだけ出現したのに対
し，ドジョウは調査期間を通じて出現した。カラド
ジョウとドジョウの共存時期において，両種の主要な
餌はともにカイミジンコ類，水生昆虫の幼虫，ホウネ
ンエビであった。どちらの種でも体長30 mm未満では
カイミジンコ類を食べていたが，体長30 mm以上にな
ると水生昆虫の幼虫やホウネンエビなども食べるよう
になった。同じ体長階級ごとに胃内容物組成について
Schoenerの重複度指数を算出したところ，0.69～0.90

の高い値が示され，両種が同所的に出現したときの餌
資源分割が明瞭ではないことがわかった。
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